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プ ラパ ン チ ャ （prapafica）の 生 成過程1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

一
ア サ ン ガ著 『順 中論』 『菩薩地』の 解釈 を通 して

一

関する考察

横　井　滋 　子

1． 問題の 所在

　『中論頌』で 論 じられる プラパ ン チ ャ （prapaiica）は，涅槃に至 るた め に滅却 しな

けれ ば な らない と され る 重要 な概念 1）で あ る ． プ ラパ ン チ ャ は， 「言葉 とい うこ

と」（山ロ lg51：3）， 「言葉の 増殖 （［verbal ］pr・liferati・n）」（Sait6・2010 ：g6）等，言葉 に関

す る もの と して 理解 され， 先行研究 は プ ラパ ン チ ャ の概念 の 明確化 に焦点 を合わ

せ て きた が ， 難解 な こ と ば で あ り決定 的 な理 解 は い まだ に得 られ て い な い

（Schmithausen　l　987：509）．

　本稿 は 以上 の 視 点 を踏 まえ ， 明確な概念 の 規定に 先立 ち， プ ラ パ ン チ ャ が 生 じ

る過程 と， プ ラパ ン チ ャ が 生 じる原 因を解 明す る こ とを目的 とす る ．

　資料 と して ， 唯識思想の 確立者で あ るア サ ン ガ （Asafiga，無著）が 『中論頌』 を

注釈 し
，

プ ラパ ンチ ャ の 漢訳 「戯論」を詳説 して い る 『順中論』 と ， チベ ッ トで

は ア サ ン ガ 著 と され ， 『中論頌』 と同様に プ ラパ ン チ ャ を涅槃 の ア ン チ テ
ー ゼ

（antithesis ） とする 『菩薩地』 を用い る ，

2， 『順中論』 に お ける プ ラパ ン チ ャ 解釈

　『順 中論』 で ア サ ン ガ は， 「戯論」 と漢訳 され る プ ラパ ン チ ャ を以 下 の よ う定義

する．

言戯論者．所謂雌 。）．及丕宣取諸i柤笠φ）
，（T30，41al−2），

　下線部 （a）の 「取著有得有物二 」は，仏教 に おい て は 蘊の 集 ま りにす ぎない 認

識主体の 我 と認識対象で あ る事物 を実有 と して 実体視 し，
二 元対立 と して 捉 え執

着する こ とで ある ．その 執着は
， 下 線部 （b）の 「及不實取諸相等」 とい う諸々 の

姿 をあ りの ままに捉 えない とい う展 開 を生 む． こ の 「有得」 の 解釈 につ い て は，

『中論頌』 第 25 章 24 偈 の 前半 「［ニ ル ヴ ァ
ー ナ とは］

一
切 の 有所得 （upalambha ）
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が 滅す る こ とで あ り，
プ ラパ ン チ ャ が 滅す る こ とで あ り， 吉祥 な る もの で ある 」

（Mu
’
lamadhyamakO−harilah，　ed ，　J．　W ．　de　JQng［Madras；・Vasanta・Press，1977］）に説かれ る 「有所

得」と同意義と考えられる． また，「有所得」と は， なに もの か を知覚 し，そ れ が

実在 して い る と思 い なす こ とで ある （中村 lgg4：431）． つ ま り， 認識主体 （我）を

知覚 し我が実在す る と認識す るこ とで ある． こ の 我 と我が もの （認識対象）を知覚

しそ れが 実在 す る と認識す る こ とそ の もの が 心 身二 元 論 の 世界 そ の もの で あ り，

プ ラ パ ン チ ャ とは ， こ の 二 元 論的世 界 観 に お け る 言 語活動 と． そ の 言語活動の 結

果客体化 され た対象物で あ る とア サ ン ガ は理 解 して い た と考え られ る．

3． 『菩薩地』に おける プラパ ン チ ャ 解釈

　『菩薩地』は以下の よ うに 厂有」を定義 し， プ ラ パ ン チ ャ が 生 じる 源 と して ，
一

切諸法を 「有」（bhava）と捉 える認識が 生起する過程を論 じて い る．

こ の ［有 と無 の ］ うち，有 とは仮説 の た めの 言葉 ［によ っ て 慣習 的 に認 め られるコ 自性

と して設 定され た もの で あ り，ま さに そ の ［設定 された］通 りに ，長期 間 に世 間 の 人 に

よ っ て執着 され た もの で あ り，世 間の 人 に と っ て の す べ て の 分別 と ［その 基盤／根拠 で

ある ］プ ラ パ ン チ ャ の 根本で ある ．

tatra　bh翫vo 　yab　prajfiaptiv互dasvabh且vo 　Vyavasthapitas　tathaiva　ca 　dfrghakElam　abhinivi ＄to　lokena

sarvavikalpaprapaficamOla 甲 （c〕
lokasya！BBh ［88．　4−5］

　 こ の 説示か ら，「有」は プ ラパ ン チ ャ の根本 で ある とい うこ とが確認 で きる．そ

して ，「有」が生 まれ る原因は ， 人間が諸法を認識する際に慣習的 に 「仮説の 語」，

つ ま り名称に よ っ て分別 し， そ の 法に付 した 「仮説 の 語」（名称）に よ る共通 理解

に よ っ て ， その 諸法に 「有」をみ て しまうこ とで あ る と論 じ られて い る．

　 また 『菩 薩地』で 諸法が 言語表現 し得 ない こ とに 関 する 論証 を述べ て い る箇所

におい て 言語表現 と自性 の 関連が ，「増益 （samar ・pa，有の 実体視）」と 「損減 （apavada ，

無の 実体視）」 との 関係で以下 の よ うに述べ られ て い る．

その よ うな場合，諸法の 自性 は 言語表現 され た通 りに存在す る の で は な い ．…
〔中略〕

存在 しない もの を実在 とし て想定する増益 （有の 実体視，sam5ropa ） とい う執着を離れ た

もの で あ り，
か つ 存在 する もの を非実在 と して想定す る損減 （無の 実体視，apavada ） と

い う執着 を離れた もの と して 存在する。

eva 叩 satina 　svabh 瓦vo 　dham1巨ロ袞rp　tath蕊vidyate 　yathabhilapyate〃．．．asadbhtttasamdrop 巨sarpgr 互一

haviva均ita≦ca　bhUt且pav亘dasa叩 gr亘haviva面ita6　ca　vidyate 〃 BBh ［96。6−9］

こ の 自性 と言語表現 の 関連 の 記述か ら， 法に付 され た 「言語表現」つ ま り名称
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とい うもの に よ り 「増益 （有の 実体視）」が 生 まれ ， 「損減 （無の 実体視）」が 生 まれ

る こ とが理解 で きる ．

　こ の 解釈 を 『菩薩 地』 の 「有」 の 定義 と併合 す れ ば ， 人間 が 諸法 を認識す る

とい うこ とは， 名称 に よ っ て 諸法 を 「増益 （有の 実体視）」あ るい は 「損減 （無の

実体視）」 して 捉 え， こ の 名称 に よ っ て 実体視 され た もの が プ ラパ ン チ ャ の 源 と

な る とい うこ とで ある ． つ ま り， 名称 に よ り我 々 人間 は そ の 事物 に対 して 自性

を想定 し， その 自性 を根拠に分節化を始め， そ の 分節化に際 して 様々 な言語表現

に よ っ て 仮構 が なされ る とい うこ とで あ る。 こ こ で増益 あるい は損減 された 自

性 とは ， prajfiaptivSdasvabh2vaの こ とで あ り， 言語表現 され ない 自性 と して の

nirabhilapyasvabhava の こ とで はない ．

　こ の ，本来言語表現 さ れ ない 空 性 と通底す る nirabhilapyasvabhava 　hs
’

， 名 を付 さ

れ る こ とに よ り言語 表現 され る prajfiaptivadasvabhavaとな る． こ の 構造 が プ ラ パ

ンチ ャの 源 に存在 して い る の で ある．

　名 と自性 に関 して ， Schrnithausen（196g；141）は 「命名す る こ とに よ っ て 現 れ 出

て くる もの が プ ラパ ン チ ャ と言う意味にお い て 大事で ある 」 と述べ て い る． 「命

名」 つ ま り法に 付与 され た 「概 念 （名）」 に よ っ て 現 れ 出て くる もの が プ ラパ ン

チ ャ とい う概念 を明 らか にする ため に重要 な の で あ り， そ れ が本稿 にお い て 『順

中論』 『菩 薩地 』の 記述か ら，命 名に よ っ て 有の 実体視，あ るい は無の 実体視 と し

て の 「有」で あ る こ とが確認 された ．

4． 結論

　『順 中論』と 『菩薩地』か ら， プラパ ン チ ャ が生 じる 過程 とその 原因の 解 明を試

み以下 の 三 点を確認 した．

　1． 『順 中論』 に よ れ ば， 認識主体 の我 と認識対象で あ る事物 を実有 と して 実体

視する二 元 論的世界観にお い て プラパ ン チ ャ が生 じ， その 二 元論的世界観の在 り

方へ の執着は ， 諸々 の 諸法を顯倒 して捉 える とい う展 開を生 む．

　2． 『菩薩地』 の 「有」の 定義の 記述 に よれ ば， プ ラ パ ン チ ャ を生 じさせ る根本

で ある 実体視 の お こ る原 因は， 人間が 諸法 を認識す る 際，慣習的 に 名称 に よ っ て

認識 し ， そ の 名称 に よる共通理解 に よ っ て ，諸法 に 「有」 を想定 （実体視）して し

まうこ とで ある ．

　3． 『菩薩地』 の 言語表現 と増 益 （有の 実 体視 ）との 関連 に 関する 記述 に よ れ ば ，

諸 々 の 諸法 の 姿をあ りの ままに捉 え られ ない こ との 原因 は， 本来言語表現 され な
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い 自性 （nirabhilapyasvabhava ）が ， 名 を付 され る こ と に よ り言語表現 され る 自性

（pr  aptiv 巨dasvabh互va ）とな り，こ の 言語表現 され た 自性 を根拠 に して 分節化が 始 ま

り， そ の 分節化 に際 して 多様 な言語表現 に よ っ て 仮構 が な され る こ とに よ る，

　以上の こ とか らプラパ ン チ ャ とは ， 我々 が 世界 を認識する次元 と密接 に 関連す

る事柄 とい える ． 二 元論 的世界観 と等値 で ある 認識 は t また 言語活動 と も等値で

ある． こ の 言語活動 に よ っ て な され る認識が生起する 限 り我 々 の 世界は プラパ ン

チ ャ とい え る． 『中論頌』帰敬偈 の 「プ ラパ ンチ ャ の 寂滅 した ，吉祥 な る縁起 」 と

は究極 的に言語 及び認識 と等値で ある二 元論的世界観の 消滅 を意味する と考えら

れ る．

本稿の 執筆に対 し，小川 英世教授 よ り大変細や か な ご教示 を賜 りました ，心 よ りお 礼申

し上げます．

1） 『中論頌』第 18 章 5 偈 に 「入空戯論滅 」 と説かれ て お り，プ ラパ ン チ ャ を滅 す るこ

とが空性 を会得す る こ となの で ある． こ こか らプラ パ ン チ ャ の 寂滅が 涅槃 に至 る ため

に必須 とされて い る こ とが理解 され る．
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